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⑥ アマゾンの湿潤熱帯雨林地帯は、最も樹木の繁茂している地方である。

ここは、 400万Km2以上の森林面積をもち、他の熱帯地方より 植物の種類がきわだって

多い。アマゾン流域では、どの地方も川を利用して奥地へ入っ ていく以外に方法がない。

表紙 バルゼア（湿地）を飛翔するサギ

（写真提供 駐日 プラジル大使館 ）

（写真提供 駐日 プラジル大使館）
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凝
ら
ぬ
読
み
も
の
と
し
て
再
編
集
す
る
こ
と
に
し
た
。

か
つ
私
自
身
の
「
覚
」
と
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、

平
成
六
年
四
月
、
四
度
目
の
ア
マ
ゾ
ン
暮
ら
し
か
ら
帰
国
し
た
と
こ
ろ
、
旧
知
の
夕
刊
フ
ジ
編
集

長

・
斉
藤
富
夫
氏
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
特
集
部

・
兼
子
昭
一
郎
氏
等
の
お
勧
め
が
あ
り
、
同
年
七
月
二

十
一
日
か
ら
八
月
二
十
七
日
ま
で
サ
ン
ケ
イ
新
聞
夕
刊
に
「
ア
マ
ゾ
ン
の
風
物
詩
」
と
し
て
、
同
地

の
自
然
を
中
心
と
し
て
三
十
三
回
に
わ
た
り

一
回
三
百
字
の
拙
文
を
連
載
し
た
。

そ
の
間
、
多
く
の
読
者
か
ら
お
便
り
を
い
た
だ
き
、

さ
れ
た
が
、
同
時
に
音
信
の
な
か
っ
た
友
人
た
ち
か
ら
感
想
や
ら
ア
マ
ゾ
ン
ヘ
の
取
組
に
つ
い
て
の

希
望
を
頂
戴
で
き
た
の
も
う
れ
し
い
結
果
で
あ
っ
た
。

本
書
は
、
当
初
こ
れ
ら
の
方
々
に
お
礼
の
意
味
で
掲
載
文
を
一
括
印
刷
し
、

（
社
）
海
外
農
業
開

発
協
会
の
小
林
一
彦
専
務
理
事
の
ご
意
見
も
あ
り、

与
え
ら
れ
た
新
聞
砥
面

で
は
表
現
に
限
度
の
あ
っ
た
メ
モ
、
図
、
写
真
な
ど
を
新
た
に
加
え
、
肩
の

ア
マ
ゾ
ン
の
一
面
を
知
る
よ
す
が
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
九
九
五
年
三
月
三
日

海
夕
農
業
開
発
協
会

は
じ
め
に

ア
マ
ゾ
ン
ヘ
の
関
心
の
高
さ
を
改
め
て
知
ら

3
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ミ

f
 二，

--•一- •一ー. . 
--

「
第
二
次
仁
科
化
」
を
目
論
ん
で
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ア
マ
ゾ
ン
河
口
の
町
、

ベ
レ
ー
ン
で
仁
科
さ
ん
と
初
め
て
出
会
っ
て
か
ら
、
も
う
十

ち
ん
と
広
め
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。
だ
が
、
気
づ
く
と
、
話
題

さ
ん
は
ア
マ
ゾ
ン
が
大
好
き
で
ア
マ
ゾ
ン
の
魅
力
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
人
で
あ
る
。

た
の
だ
っ
た
。
二
年
前
に
同
じ
ベ
レ
ー
ン
の
町
で
仁
科
さ
ん
と
再
会
し
た
が
、
今
度
は

「
ア
ジ
ア
と
ア
マ
ゾ
ン
の
熱
帯
雨
林
の
大
い
な
る
違
い
の
発
見
」
を
聞
か
さ
れ
た
。

2ヽ

、

ろっカ

そ
う
な
ん
だ
と
膝
を
打
っ
た
私
は
、

私
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
仁
科
さ
ん
か
ら
学
び
、

い
つ
し
か
「
仁
科
化
」
し
て
し
ま

っ

は
い
つ
し
か
ア
マ
ゾ
ン
な
ら
で
は
の
巨
大
蛇
の
噂
話
に
移
っ
て
い
た
。

五
年
に
な
る
。

そ
の
初
対
面
の
日
に
仁
科
さ
ん
は
、

「
ア
マ

ゾ
ン
の
正
し
い
理
解
を
き

「
仁
科
化
」

す
る
私

山
根
一
慎

（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）

つ
ま
り
、
仁
科そ

ア
ジ
ア
の
熱
帯
雨
林
を
見
に
行
く
と
い
う

アマゾンの風物詩 4
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四品図お＠函必泣Bウルウー

（写真提供 駐日 プラジル大使館 ）

アマゾンの風物詩 6 



ROO臼臼面すもアマッシ叫

（写真提供 駐日プラ ジル大使館）

7 アマゾンの風物詩



ッ
ク
様
式
の
寮
林

初
め
て
ア
マ
ゾ
ン
の
原
始
林
の
前
に
立
っ

た
時
、
私
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ

を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
と
い
え
ば
、
足
を
踏
み
入
れ
よ
う
と

す
る
人
間
を
断
固
と
し
て
拒
む
巨
大
な
厚
さ
の
樹
木
の
壁
と
予
想
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

マ
ゾ
ン
で
は
す
ら
り
と
し
た
木
々
が
、
空
に
突
き
刺
さ
る
よ
う
に
背
伸
び
し
て
立
ち
並
ん
で

い

た
。
ゴ
シ
ッ
ク
式
寺
院
建
築
の
行
列
で
あ
る

。

五
十
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
高
木
が
尖
頭
ア
ー
チ
の
よ
う
に
突
き
出
し、

二
十
メ
ー
ト
ル
の
樹
木
が
勢
ぞ
ろ
い

し、

①
 
ゴ
シ

ア

そ
の
高
さ
約
四
十
メ
ー
ト

ル。

所
々
に
高
さ

そ
の
下
方
に
は
高
さ

そ
の
ま
た
下
に
低
木
が
生
え
、
下
草
は
少
な
い
。
山

刀
が
あ
れ
ば
中
に
入
れ
る
。
落
ち
葉
の
た
い
積
も
少
な
い

。
雨
期
の
終
わ
り
に
落
ち
た
葉
は
高

温
多
湿
と
微
生
物
の
働
き
で
腐
植
が
早
い

。
緑
の
ド
ー
ム
に
開
く
窓
に
青
空
が
見
え
る
。

アマゾンの風物詩 8
 



原始林の有用樹

原始林内には、胸高直径50~60cm、中には lmを超える大木が多い。今ではたとえ

軟質材であっても合板に加工するので、太く、まっすぐなものはすぺて利用される。

しかし、建築用材、家具材などは、セードロ（日本の杉材に似ている）、モギノ（マ

ホガニー材に似る）などが用いられ、マサランドウーバ（硬質材）は鍬や斧の柄など

に用いられる。アカプー（南米黒檀）、パウアマレーロ（材が黄色）は床材に組合せ

て用いると実に美しい。特殊なものとして、パウサント（南米鉄刀木）は、ステッキ

や木刀、または花器に用いられる。その他、アンジローバ、クピウーバ、イッペー、

カスターニャドバラー、等々有用材は盟富である。

有用材だけを伐って運ぴ出すと、原始林内に局所的に日光がさし込み、それまで育

たなかった同種の幼木が伐採跡地に急速に成長してくるので、全面伐採は避け、必要

とする樹だけを伐って行けば原始林の自然を残してゆける。

昔から、 l ha当りの有用材は5~6本

といわれてきたが、

必要な樹をこの程度

伐採 ・利用するなら、

自然と生活が調和す

るのではないか、環

境保全と持続的開発

の一例である。

9 アマゾンの風物詩

めて4層構造k



空
か
ら
見
る
と
、

ア
マ
ゾ
ン
は
果
て
し
な
く
広
が
る
緑
の
絨
緞
で
あ
る
。
絨
緞
と
い
う
と
薄

っ
ぺ
ら
に
な
る
か
ら
、
大
げ
さ
に
す
き
間
も
な
く
連
続
的
に
並
ぷ
緑
一
色
の
六
、
七
階
建
て
の

高
層
ビ
ル
群
と
い
っ
た
方
が
よ
い
。
そ
の
中
を
ゆ
う
ゆ
う
と
銀
河
の
よ
う
に
ア
マ
ゾ
ン
川
が
貫

流
す
る
。

ー
レ
で
、

）
 

ア
マ
ゾ
ン
の
自
然
を
形
容
し
よ
う
と
す
る
と
、

こ
と
が
で
き
な
く
て
困
る
。
何
し
ろ
大
き
い
の
だ
。

占
め
る
。
日
本
の
広
さ
の
十
三
倍
に
な
る
。

川
に
次
い
で
世
界
第
二
位
。

②

何

し

ろ

大

き

い

ど
う
し
て
も
日
本
の
物
差
し
を
使
う

ア
マ
ゾ
ン
開
発
庁
の
管
轄
区
域
を
法
定
ア

マ
ゾ
ン
地
域
と
い
い
、
総
面
積
約
四
億
九
千
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
ブ
ラ
ジ
ル
全
土
の
約
六

0
％
を

ア
マ
ゾ
ン
川
の
全
長
は
六
千
三
百
キ
ロ
。
ナ
イ
ル

と
こ
ろ
が
流
域
面
積
を
比
べ
る
と
、

ア
マ
ゾ
ン
川
は
七
億
ヘ
ク
タ

ナ
イ
ル
川
が
三
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
だ
か
ら
、
大
関
と
幕
下
の
差
で
あ
る
。

アマゾンの風物詩 10 



ブうジ｝レ箇アマゾ‘ノ

口暦 1

o・ 

!..... プラジル懺法定．． ．．．．．． アマゾ｀ノ遠鴫

11 アマゾンの風物詩

プラジルの全国土面積＝約 851万 2,000Km2 （左記円グラフ参照）

プラジル領アマゾン面積＝約 491万 8,OOOkm2 ( " ) 

（アマゾン開発庁管轄地域マラニオン州を含むマットグロッ ソ州、

トカチンス州以北をいい、 プラジル全国上の59％を含む） 。

＊参考 ：日本の国土面積＝約37万 7,000Km2



処
置
を
加
え
た
ら
、

っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
畑
に
高
さ

ア
マ
ゾ
ン
の
緑
が
毎
年
、
日
本
の
面
積
の
約
半
分
の
割
合
で
失
わ
れ
て
い
る
と
あ
る
本
に
あ

る
。
こ
れ
は
実
態
を
無
視
し
た
記
述
だ
。
確
か
に
原
始
林
を
伐
り
拓
い
て
農
業
が
営
ま
れ
て
い

る
。
ま
ず
比
較
的
低
い
木
を
伐
り
払
っ
た
後
、
高
木
を
憫
す
。
樹
冠
は
つ
る
性
植
物
で
つ
な
が

一
本
ず
つ
倒
す
の
は
危
険
を
伴
う。

③

緑

が

失

わ

れ

て

い

る

？

そ
こ
で
木
の
根
本
近
く
、
幹
の
両
側
に

一
カ
所
ず
つ

地
面
か
ら
の
高
さ
を
変
え
て
切
り
傷
を
入
れ
る
。
あ
る
範
囲
内
の
高
木
に
同
様
の

一
番
隅
の
木
を
伐
り
倒
す
。
裔
木
は
傷
が
入
っ
た
箇
所
で
一
定
の
方
向
に

次
々
に
傾
れ
て

い
く
。
葉
が
枯
れ
た
と
こ
ろ
で
風
下
か
ら
火
を
放
っ
て
倒
木
を
焼
き
、
農
民
は

こ
こ
に
作
物

の
種
子
を
ま
く。

焼
き
畑
農
業
で
あ
る
。
問
題
は
二
十
年
後
、

三
十
メ
ー
ト

ル
も
の
樹
木
が
密
に
茂
る
と

い
う
こ
と
。
再
生
林
で
あ
る
。

アマゾンの風物詩 12 
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ブレギッサ ・レアル（ナマケモノ3本爪）

標準的に体長40~50cm

体重 2.5Kg
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アメリカ ・インディアナ大学所有の衛星写真でバラー州アルタミーラ市

周辺（アマゾン横断道路造成の中心地）の1970年の影像をみると、重機械

による原始林開発の爪跡がはっきり確認できるが、同じ場所の1990年の影

像ではそれがみえない。樹種は変わっていても再生植物は旺盛な再生力を

＼ 示しており、 “緑”は失われていなかった。

. ・. •. •....... ・ ••••. •• ,1•'・る (1992年6月、インディアナ大学工ミリオ ・モーラン教授による）

忍•. i翠．． ：・・・災：：：・ ．． ・ . ・ . ・ 

-----• .、;1' • : .•.; ...: iぷ“’’ ・・， 9‘-.^'..' ·•： ・ふ、一二竺日・

13 アマゾン の風物詩



生
林
に
戻
る
。
畑
と
森
林
の
輪
作
で
あ
る
。

焼
き
畑
農
業
は
大
ざ
っ
ば
で
大
陸
的
だ
。
例
え
ば
一
年
目
に
陸
稲
の
種
子
を
ま
く
。
伐

り
株

は
避
け
る
が
、
大
き
な
焼
け
残
り
も
片
付
け
は
し
な
い

。
こ
れ
ら
は
暑
さ
と
湿
気
で
腐
食
す
る
。

そ
の
上
に
灰
が
た
っ
ぷ
り
あ
る
か
ら
、
外
見
は
荒
々
し
く
日
本
の
よ
う
な
美
的
な
畑
と
は
い
え

な
い
が
、
地
味
は
肥
え
て
お
り
実
質
的
だ
。
二
年
目
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
ま
く
。
肥
料
を
多

少
施
す
。
地
面
か
ら
雑
草
や
木
が
盛
ん
に
伸
び
て
来
る
が
、
多
少
の
除
草
を
す
る
程
度
。
三
年

目
に
は
マ
ン
ジ
ョ
カ
を
作
る
。
こ
れ
は
こ
の
地
方
の
重
要
な
食
用
作
物
で
一
年
ち
ょ
っ
と
お
い

て
お
く
。
こ
れ
ら
の
栽
培
期
間
は
足
掛
け
四
年
に
な
る
。
五
年
目
に
は
隣
接
す
る
原
始
林
を
同

様
に
伐
採
し
て
焼
き
畑
農
業
に
入
る
。
こ
れ
を
五
回
繰
り
返
し
、
二
十
年
後
に
最
初
の
畑
、
再

④

焼

き

畑

農

業

アマゾンの風物詩 14 



先住民の標祖府な土旭利月

森と畑のローテーション

1月 2月 3月 4月 5月 6月 1月 8月 9月 10月 11月 12月

原 始

↓

木

オ r
|
 

1 

（山伐り）

i 

（山焼）8
 □ 栽ー-"B ヰ 培口 l l 

（草刈、山焼）

ロ4
年

間

同

じ

土

地

を

使

う

9
-

豆類、野菜を作り、鶏、豚の放し飼いなど食糧確保を図る。

ぃ；もろ：し痴1一 I I 

（草刈、山焼）8
 

口マンジョカ

澱粉、繊維の入ったマンジョカの粉をファリニアといい、

の一部に組入れられている。

ロ響収五、声1 （フ；リニバ 1」'
20haの原始林を4haづつ4年おきに伐って焼き、圃場として5回使う。 21年後

には最初の畑が巨大な再生林となる。
l l I l l 

林

l l l 

（キャッサバ）栽培 I 
アマゾン住民の主食

I I I I 

跡地は放置、再生林他

再 生 I
|
 

（山伐り） 日
I 

（山焼）

21年後、再生林を伐って圃場とするので、焼畑は使い捨てにはならない。

口
ー

一＞日t
 

栽□ 

15 アマゾンの風物詩



人
間
が
原
始
の
生
活
に
戻
る
こ
と
で
は
な
い
か
」

発
だ
ろ
う
と
い
う
点
で
意
見
が
一
致
し
た
」

「
地
球
に
と
っ
て
最
も
優
し
い
環
境
は
、

ね
」

「
な
い
」

始
林
を
伐
っ
た
後
再
生
す
る
密
林
を
い
う
。
で
は
二
つ
の
密
林
の
光
合
成
力
は
調
べ
て
な

い

「
私
も
調
べ
て
な
い
が
、
専
門
家
と
議
論
し
て
育
ち
盛
り
の
再
生
林
の
方
が
活

「
':
」

の
五
十
億
人
に
影
響
す
る
」

「
ア
マ
ゾ
ン
の
再
生
林
を
知
っ
て
い
る
か
」

「
知
ら
な
い
」

は
森
林
と
畑
の
輪
作
を
や
っ
て

い
る
。

一
千
四
百
万
人
の
生
活
問
題
だ
」

「
温
暖
化
は
地
球
上

の
木
を
伐
る
な
と
い
う
の
か
」

「
地
球
の
温
暖
化
の
原
因
の
一
っ
だ
か
ら
だ
」

本
人
に
訪
問
さ
れ
、

「
地
球
に
優
し
い
環
境
」
を
訴
え
る
人
と
議
論
し
た
。

⑤

延

球

に

優

し

い

環

境

「原

一
九
九
二
年
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
国
際
環
境
会
議
に
出
席
し
た
何
人
か
の
日

「
な
ぜ
ア
マ
ゾ
ン

「
ア
マ
ゾ
ン
で

アマゾンの風物詩 16 
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クワッチ

洗いグマの仲間

人によく馴れる

休長は尾まで含めて 1m 

体重 3.5Kg

9
A
 

アマゾンの環境問題といえば、 “木を

伐るな” という論になりがちだが、国

立パラー大学環境研究室（ジェラルド

・ギマランエス博士等）によれば、アマゾンは今

や先進国と同じく、水銀汚染や不燃ゴミの投げ捨

ての方が問題だそうだ。パラー州の金採掘量は全

国で 1~2位を競っているが、砂金は水銀を使っ

て凝集させるので、余った水銀が周辺に投棄され

る。現状をなんとかしないと大河の汚染につながりかねない。ま

た、中小支流の港、ペレーンの港でさえプラスチック類のコップ、

容器、缶などが風によって吹きだまり、いずれは大海へ流れ出そ

う。この対策こそ最優先させなければならないという。

17 アマゾンの風物詩



―
つ
で
決
ま
る
。
耳
に
優
し
い
言
葉
で
は
な
い
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
人
ロ
一
億
四
千
万
人
の
う
ち
三
、

の
人
」
と
い
う
美
し
い
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
環
境
破
壊
の
犠
牲
者
と
し
て
保
護

さ
れ
る
べ
き
人
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
に
は
ち
ょ
っ
と
腑
に
落
ち
な
い
こ
と
が
あ
る
。
彼

等
は
イ
ン
デ
ィ
オ
保
護
局
が
指
定
し
た
広
大
な
土
地
に
住
ん
で
い
て
、

制
が
及
ば
な
い
か
ら
、
自
由
に
木
を
伐
る
こ
と
が
で
き
る
。

作
物
を
作
る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
え
ば
、
森
は
再
生
し
て
問
題
が
生
じ
な
い
が
、
有
用
材
だ

け
を
伐
り
倒
し
て
白
人
に
売
る
。
有
用
材
が
少
な
く
な
る
と
さ
ら
に
広
い
土
地
を
求
め
る
。
あ

る
酋
長
は
こ
れ
で
年
間
七
千
万
ド
ル
を
稼
ぐ
。
環
境
を
保
護
す
る
か
破
壊
す
る
か
は
、
や
り
方

⑥
 
美

し

き

「

森

の

人

」

四
十
万
人
と
い
わ
れ
る
イ
ン
デ
ィ
オ
は
「
森

そ
こ
に
は
森
林
法
の
規

そ
の
場
合
、
焼
き
畑
農
業
方
式
で

アマ ゾンの風物詩 18 
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ー

・プラジルの森林法に

基づく開発面積の制限

は、自然環境保護を目

的とした法律で、有用

林の伐採．搬出につい

ても届出または許可制

となっている。ただし、

ィンディオ保護区には

適用されない。

●l991年のインディオ保護区

の総面積は、全国で 7,900万ha

で実に全国土の9％を占める。保

護区は上図のとおり全国に展開し

ている。ヤノマミ、カヤポー、ア

ララ、ツピー、グワラニ一族、等

々の種族が住んでいる。総人口は

明確ではないが、 1985年の IBG 

E （プラジル地理統計院）の推定

によれば全国で22万人である。

19 アマゾンの風物詩



潮
汐
に
よ
る
ア
マ
ゾ
ン
川
の
水
位
変
化
は
河
口
の
上
流
二
百
五
十
キ
ロ
に
及
ぶ
。

と
く
に
雨

期
の
終
わ
り
を
一
カ
月
後
に
控
え
た
三
月
の
大
潮
の
時
に
は
、
川
の
流
れ
を
押
し
返
し
、
猛
烈

な
逆
流
現
象
を
起
こ
す
。
大
き
な
津
波
が
住
民
に
被
害
を
与
え
る
。
こ
れ
を
ポ
ロ
ロ
ッ
カ
と
い

う
。
こ
れ
と
反
対
に
乾
期
と
雨
期
に
お
け
る
水
位
変
化
は
住
民
に
恩
恵
を
施
す
。
川
岸
が
水
面

と
接
し
て
い
る
所
は
、
乾
期
と
雨
期
で
中
流
付
近
で
は
水
位
十
メ
ー
ト
ル
も
の
差
が
あ
っ

て、

乾
期
の
間
は
露
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
所
を
バ
ル
ゼ
ア
と

い
い
、
本
支
流
を
合
わ
せ
る
と

日
本
の
面
積
よ
り
や
や
狭
い
三
千
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
上
が
り
、
乾
期
に
お
け
る
農
耕
、
牧
畜
の

場
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
乾
期
か
ら
雨
期
に
変
わ
る
時
、
急
に
水
位
が
上
昇
し
て
牛
が
溺
れ

る
事
故
が
あ
る
の
で
、
最
近
は
粗
食
で
病
気
に
強
い
水
牛
の
導
入
が
盛
ん
だ
。

⑦

水
位
変
化
＿
＿
題

アマゾンの風物詩 20 
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雨期の水位

乾期の水位

乾期
I---約5カ月間→4

放牧地、畑作地として利用している。

亡 ー●-===方ー一―

•-==ニー

雨期の水位

了？
乾期の水位

河床の地形によって乾期でも

水の残るところをイガッポーと呼んでいる。

． 
21 アマゾンの風物詩



た
が
、
環
境
庁
が
調
査
に
入
っ
て
放
す
こ
と
に
な
っ
た
。

⑥
 
ワ
ニ
狩
り
大
騒
動

ア
マ
ゾ
ン
川
中
流
の
左
岸
に
ニ
ャ
ム
ン
ダ
と
い
う
小
さ
な
町
が
あ
っ
て
、

脚
光
を
浴
び
た
こ
と
が
あ
る
。
三
年
前
の
九
月
の
こ
と
。

い
は
五
、
六
人
の
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
川
に
入
り
、
水
面
に
鼻
先
を
出
し
て

い
る
ワ

ニ
に
近
づ
く
と
、

突
く
。

つ
い
て
、
あ
れ
は
や
ら
せ
番
組
だ
、

ワ
ニ
狩
り
騒
動
で

パ
ン
ツ
一
枚
の
男
が
二
、
三
人
あ
る

そ
れ
ぞ
れ
手
に
し
た
長
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
も
り
を
繰
り
出
し
て

ワ
ニ
は
大
き
な
口
を
開
け
て
あ
ば
れ
回
る
。
男
た
ち
は
も
り
の
柄
じ
り
に
付
け
て
あ
る

ロ
ー
プ
を
引
き
寄
せ
て
ワ
ニ
を
お
か
に
引
き
揚
げ
る
。
テ
レ
ビ
画
面
に
映
し
出
さ
れ
た
風
景
に

い
や
本
物
だ
と
に
ぎ
や
か
に
意
見
が
戦
わ
さ
れ
た
が
、
迫

カ
の
あ
る
映
像
だ
っ
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い

。
捕
ま
え
た
ワ
ニ
は
し
ば
っ
て
木
に
ふ
ら
下
げ

アマゾンの風物詩 22 



23 

口

普通大型のワニはジャカレーアスー、小型のワニはジャカレチンガ

と呼ばれる。 アマゾンに生棲するワニは超大型に成育し、最も数の多

いアリゲータ種、 2m位になるカイマン種、そして小型のメガネカイ

マンの3種である。 1945年頃からアリゲータ種の皮革用としての需要

が伸び、乱獲したため一時大変少なくなったがワシントン条約の発効

以来増加している。

現在これらのワニの養殖が始まっており、環境庁は、養殖の3代目

のワニに限り同庁の証明書があれば殺して売っても良い、 としている。

＼心聾｝

ジャカレー（ワニ）

カイマン種、体長2mに達する。

アマゾンの風物詩



連
鎖
を
断
ち
切
っ
た
人
間
の
誤
り
の
象
徴
で
あ
る
。

イ
タ
チ
が
考
え
ら
れ
る
が
、

ニ
ャ
ム
ン
ダ
の
町
も
人
口
が
二
万
人
と
も
な
る
と
、
鳥
も
獣
も
姿

ワ
ニ
は
よ
く
ピ
ラ
ニ
ア
を
食
べ
る
。

⑨
ヮ
―
ー
は
往
民
数
の
百
倍

ピ
ラ
ニ
ア
は
集
団
生
活
を
し
て
い
る
か
ら
、

る
に
は
都
合
が
よ
い
。
反
対
に
ワ
ニ
の
天
敵
は
何
か
と
い
う
と
、

ろ
が
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
が
発
効
し
て
か
ら
は
、

ニ
ワ
ト
リ
を
襲
う
よ
う
に
な
り
、
子
供
の
生
命
ま
で
危
ふ
ま
れ
た
。

え
さ
と
す

ワ
ニ
の
子
を
襲
う
猛
禽
類
や

を
消
し
て
こ
の
辺
り
か
ら
ワ
ニ
の
天
敵
は
い
な
く
な
る
。
唯
一
の
天
敵
は
人
間
で
あ
る
。
と
こ

そ
の
人
間
も
怖
く
な
く
な
っ
た
。
天
敵
不
在
の

あ
お
り
で
ワ
ニ
の
数
は
い
つ
の
間
に
か
二
百
万
頭
に
な
っ
た
。
住
民
の
百
倍
の
数
で
あ
る
。
ピ

ラ
ニ
ア
で
足
り
ず
、
住
民
の
生
活
の
糧
で
あ
る
高
級
魚
ま
で
食
い
、
川
か
ら
お
か
に
上
が
っ
て

ワ
ニ
狩
り
騒
動
は
、
食
物

アマゾンの風物詩 24 
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人
間
が
死
ぬ
こ
と
は
な
い
が
、
馬
は
倒
れ
る
。

基
部
に
毒
針
が
あ
っ
て
、 毒

と
電
気

ア
マ
ゾ
ン
川
に
は
二
千
種
を
超
す
魚
類
が
す
ん
で
い
て
、
有
名
な
ピ
ラ
ニ
ア
の
ほ
か
、
美
し

い
ネ
オ
ン
テ
ト
ラ
や
世
界
最
大
の
淡
水
魚
ピ
ラ
ル
ク
ー
な
ど
が
い
る
。
多
く
の
種
類
中
、
毒
と

電
気
を
自
衛
の
武
器
と
す
る
猛
魚
二
種
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
み
よ
う
。
毒
を
持
っ
て

い
る
の
は
、

エ
イ
の
仲
間
の
ア
ハ
イ
ア
だ
。
八
角
形
の
黒
い
体
に
黄
色

い
し
ま
模
様
を
持
つ

。
細
長
い
尾
の

◎

猛
魚
―
一
種
、

こ
れ
で
刺
さ
れ
る
と
激
痛
に
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。
ま
た
電
気
ウ
ナ

ギ
が
い
る
。
厳
密
に
い
う
と
南
米
に
は
ウ
ナ
ギ
は
い
な
い
の
で
、

う
っ
か
り
魚
体
を
つ
か
む
と
、

正
し
く
は
な
ま
ず
の
類
だ
。

し
び
れ
が
く
る
。
夜
、
山
刀
を
使
っ
て
夕
食
の
魚
を
獲
っ
て
い

る
時
、
誤
っ
て
こ
の
通
称
電
気
ウ
ナ
ギ
を
た
た
い
た
た
め
、
山
刀
を
飛
ば
し
た
。
こ
の
電
流
で

アマ ゾンの風物詩 26 



ザメに近い魚てある。

エイ 目 (Batrformes) は、 7科50属、約 318種が知られており、

ほとんどが海水域に生棲するが、このうち 2属は南米人陸の淡水域

に生棲している。

この 2属（ボタモトリゴンPotamolrygon・ディスケウスDisceus)

は海水では死ぬ。アマゾンの淡水エイはこの仲間である。人古、ア

マゾン川に陸封されて淡水に適応するようになったものであろう。

アマゾンの淡水エイは、尾端まで入れて全長 1m前後で、エイの

仲間（全長7mにも達するマンタのようなエイもいる）としては小

形で、体形は円形に近く全体に斑点やしま状の模様がある。泥にも

ぐって浅いところにひそんでおり、尾部に有晶なトゲがあるため、

現住民にはおそれられている。

ガンギエイ科

（海水で普通に見られるエイ）

27 アマゾンの風物詩

アカエイ科

（アマゾン淡水エイ）

尾部にトゲがある

イトマキエイ科

（マンタ類）



お
い
を
か
ぐ
と
、
群
れ
を
な
し
て
襲
っ
て
く
る
。

中
の
時
に
は
、
危
険
な
魚
に
な
る
。
ま
た
乳
児
を
川
に
入
れ
る
こ
と
も
禁
物
で
あ
る
。
乳
の
に

な
い
が
、

◎

ピ

ラ

血
の
に
お

い
に
敏
感
な
た
め
に
、

リ
ャ
に
は
気
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
度
も
な
か
っ
た
。

ニ
ア

体
の
ど
こ
か
に
け
が
が
あ
る
場
合
、

女
性
が
生
理

J
で
水
浴
中
に
襲
わ
れ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
は

ピ
ラ

ニ
ア
は
日
本
で
は
恐
る
べ
き
魚
に
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
百
科
事
典
や
辞
書
に
川
を
渡

る
人
間
や
家
畜
を
襲
っ
て
、
骨
を
残
し
て
皮
ま
で
食
い
尽
く
す
、

と
書
い
て
あ
る
。
あ
た
か
も

凶
悪
犯
人
の
代
名
詞
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
。
私
の
小
さ
な
経
験
で
は
、
そ
う
い
う
こ
と
は

た
だ
一
口
に
ピ
ラ
ニ
ア
と

い
っ

て
も
ピ
ラ
ニ
ア

・
プ
レ
ッ
タ
と
か
ピ
ラ
ニ

ア

・
プ
ラ
ン
カ
と
か

い
ろ
い
ろ
の
種
類
が
あ
る
中
で
、
腹
の
赤
い
俗
称
ピ
ラ

ニ
ア

・
ベ
ル
メ
ー

アマ ゾンの風物詩 28 



29 アマゾンの風物詩

アマゾンでは、スズキ目カラシ

ン科の魚類を総称してピラニアと呼

んでいる。僅か数匹で移動する体長20~

30cm、色の黒い大型のピラニア ・プレッタ。

数10匹で群れる体長10~20cm、白銀色、体の薄い

（平ぺったい）ピラニア ・プランカ。数百匹、

時には千匹にも群れる体長15cm位、腹部

が赤く、丸っこい感じのピラニア ・

ベルメーリャ。これが恐いので

ある。

、 ・
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ピラニア・ベルメーリャ

腹は赤色

下アゴが出ている
上下にするどい歯がある
体長10~15cm



な
る
。
う
る
わ
し
い
夫
婦
仲
を
裂
く
人
間
が
許
せ
な
い
。

を
上
げ
る
。

ピ
ュ
ー
マ

し‘ヽ

さ
ま
ざ
ま
の
鳴
き
声

ア
マ
ゾ
ン
は
珍
獣
見
本
市
の
よ
う
な
所
だ
。
人
の
悪
夢
を
食
う
と
い
う
バ
ク
は
ア
ン
タ
と
い

ア
マ
ゾ
ン
に
お
け
る
陸
上
動
物
中
、
最
も
大
き
い
。
猛
獣
で
は
ジ
ャ
ガ
ー
（
オ
ン
サ
）
、

（
プ
ー
マ
）
が
い
る
。

が
い
の
一
頭
を
仕
留
め
る
と
、

◎

斐

し

い

サ

ル

ア
リ
を
専
門
に
食
べ
る
歯
の
な
い
ア
リ
ク
イ
、
硬
い
甲
を
ま

と
う
穴
掘
り
の
名
手
ア
ル
マ
ジ
ロ
、
お
ど
か
す
と
死
ん
だ
ま
ね
を
す
る
オ
ポ

ッ
サ
ム
、
木
に
ぶ

ら
下
が
っ
て
生
活
す
る
ナ
マ
ケ
モ
ノ
な
ど
が
い
て
に
ぎ
や
か
だ
。
ガ
リ
バ
ー
と
い
う
サ
ル
は
一

名
ホ
エ
ザ
ル
と
い
っ
て
、
あ
ご
の
下
に
あ
る
大
き
な
共
鳴
袋
を
使
っ
て
、

こ
の
サ

ル
は
常
に
十
数
頭
の
群
れ
を
つ
く
っ
て
い
て
、
夫
婦
仲
が
よ
く
、
銃
で
つ

そ
の
連
れ
合
い
が
ど
こ
ま
で
も
つ
い
て
く
る
。
獲
物
が
二
倍
に

アマゾンの風物詩 30 
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ホエザル（ガリパー）

標準的

体長 70m 

体重 7~9kg 

尾の長さは 40cm 
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ヽ

ヽヽ

アンタ（バク）
体長2m

体高 lmに達する。

分類上は象の仲間。

" i 

オンサースクアラナ（ピュ＿マ）

標準的に

体長1.Zm

体重 120kg

尾の長さは 65cm 

オンサ（ジャガー）より頭部が小さい。

31 アマゾンの風物詩



の
一
命
を
と
り
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

カ
ス
カ
ベ
ー
ル
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
蛇
が
多
い
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
毒
蛇
研

ア
マ
ゾ
ン
の
蛇
は
種
類
が
多
い
。
巨
大
な
蛇
と
し
て
は
ス
ク
ル
ジ
ュ
ー
、

が
い
る
。
長
さ
は
十
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
。
毒
蛇
と
し
て
は
ス
ル
ク
ク
ー
、

つ
い
て
い
て
、

ニ
シ
キ
ヘ
ビ
な
ど

ジ
ャ
ラ
ラ

ッ
カ、

究
は
世
界
最
高
水
準
で
、
各
州

の
地
域
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
種
類
の
毒
蛇
が
い
る
か
、
調
べ
が

さ
ら
に
そ
れ
ら
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
私
が
初
め

て
ア

マ
ゾ

ン
に
入

っ
た
時
、

サ
ン
パ
ウ
ロ

の
毒
蛇
研
究
所
に
行
き
、
毒
蛇
対
策
を
ご
伝
授
願
い

た
い

と
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
研
究
者
は
私
の
入
植
地
パ
ラ
ー
州
ト
メ
ア
ス
ー
郡
向
け
の
混
合
ワ
ク

チ
ン
を
即
座
に
提
供
し
て
く
れ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
蛇
に
か
ま
れ
た
事
務
所
の
女
性
従
業
員

◎

毒
蛇

アマゾンの風物詩 32 



の

サンパウロにある「プタ｀ノタン」毒蛇研究所

ヘビ（爬虫類、有鱗目、ヘピ亜目）の種類は、南極や北

極を除いて全世界に分類しており、その数は 2,389種 (11

科 417属）に及んでいる。このうちアマゾンには、 1科

（トゲオヘピ科8属44種）を除いてすべての種が生棲して

いるといわれるが、 2,389種のうち約65％にあたる 1,562

種（ナミヘピ科 292属）は無毒蛇である。しかし、無毒と

いってもジポイア（ニシキヘピ）やスクルジュー（大型の

水蛇）などは、時に鹿や野豚などを丸のみにするそうだか

ら少々危険である。

アマゾンの農民は、貯蔵穀類のネズミの食害を防ぐため、

ジポイアの幼令期 (1m位のもの）にこれを捕えて穀物象企•

庫に放しておく、放たれたジポイアは庫内のネズミを食べ

て成長する。4~5mに育ったジボイアは原始林に戻され

る。アマゾン農民の知恵というべきか。

33 アマゾンの風物詩 ＇



◎ 
に
は
参
っ
た
。
気
も
狂
わ
ん
ば
か
り。

れ
て
も
大
丈
夫
だ
。

ア
マ
ゾ
ン
の
拷
問
だ
。

っ
て
死
ぬ
こ
と
は
な
い
か
ら
怖
が
る
必
要
は
な
い
。
大
き
な
毒
グ
モ
、
タ
ラ
ン
チ
ュ
ラ
に
か
ま

ト
カ
ン
デ
ー
ラ
と
い
う
長
さ
三
セ
ン
チ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
の
ア
リ
に
か

ま
れ
た
日
本
人
移
住
者
が
、
私
の
所
に
戸
板
に
乗
せ
ら
れ
て
運
ば
れ
て
き
た
。
痛
さ
で
目
が
見

え
な
く
な
っ
た
と
騒
い
で
い
た
が
、
鎮
痛
剤
一
本
で
納
ま
っ
て
し
ま
う
。
た
だ
、

い
う
ダ
ニ
に
は
音
を
上
げ
た
。
虫
め
が
ね
で
や
っ
と
見
え
る
く
ら
い
の
虫
で
、
草
に
つ
い
て
い

て
、
牧
場
や
草
原
に
よ
く
い
る
。
体
中
に
猛
烈
な
か
ゆ
み
が
広
ま
り
、
と
く
に
股
間
の
か
ゆ
み

が
気
味
悪
く
困
り
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、

こ
れ
ら
に
刺
さ
れ
て
も
、
毒
蛇
に
か
ま
れ
た
の
と
違

ア
マ
ゾ
ン
で
は
大
き
な
動
物
よ
り
も
ク
モ
、

サ
ソ
リ
、

ヽ

ア
リ

ム
ク
イ
ン
と

と
い
っ

た
小
さ
な
動
物
の
方

アマゾンの風物詩 34 
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ムクイン（草ダニ）の薬

予防薬はない。昔、 BHCの使用が認められていた頃、靴下やズボ

ンに粉剤を予め撒いて草地を歩いたが、 向に効きめがなかった。と

に角、虫メガネで見つけるしかないほどの小さなダニ、仕方がないの

で先隋に教わった通り、レモンを切って、汁で体中をこする。家に戻

ったらすぐ洗濯石鹸を体中塗りつけ、少し乾いてから人塁の水で体を

洗う。多少の効き目があるようだが、かゆさは止まらない。

薬局に相談したら、ミチコサンという石鹸で洗い、かゆい所は同じ

くミチコサン という塗りぐすり（液体）を使え、ということだった。

つれがー番効いたように記憶している。

35 アマゾンの風物詩



ア
マ
ゾ
ン
に
は
昔
か
ら
イ
ン
デ
ィ
オ
が
用
い
た
薬
用
植
物
が
た
く
さ
ん
存
在
す
る
。
そ
の
一

つ
、
グ
ワ
ラ
ナ
は
種
子
に
多
量
の
カ
フ
ェ
イ
ン
、

日
本
に
も
輸
出
さ
れ
、

⑮

期

待

の

薬

草

タ
ン
ニ
ン
を
含
み
、

エ
キ
ス
を
炭
酸
水
で
溶
か
し
甘
味
を
加
え
た
も
の
で
、
プ
ラ
ジ
ル
人
に
人
気
が
あ
る
。
種
子
は

ド
リ
ン
ク
剤
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
る
。

ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
に
自
生
す
る

ム
イ
ラ
プ
ア
マ
は
、
根
部
に
苦
味
質
、
精
油
な
ど
を
含
有
し
、
生
薬

エ
キ
ス
は
精
力
減
退
、
神

経
衰
弱
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
。
需
要
に
よ
っ
て
は
早
期
栽
培
が
期
待
さ
れ
る
。
イ
ペ
カ
ク
ア

ニ
ャ
は
ア
メ
ー
バ
赤
痢
の
特
効
薬
で
、
栽
培
試
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。
二
十
一
世
紀
の
健
康
時

代
を
開
く
資
源
の
宝
庫
で
あ
る
。

壮
剤
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

ガ
ラ
ナ
と
呼
ば
れ
る
清
涼
飲
料
水
は
、

種
子
を
水
で
煮
詰
め
た

興
奮
性
飲
料
、
神
経
強

アマゾンの風物詩 36 



イベカクアニャ

日本名 吐根（トコン）アカネ科

根の貯蔵根にエメチンを含む。エ

メチ ンはアメーバ赤痢の特効薬とし

て現代医学に用いられる。

，ん

・、
ヽ

‘ 

グワラナ（ムクロジ科）

小指頭大の黒い実をつける。

実の中にカフェインを多く含ん

でいる。カフェインの他タンニ

ンや微量成分（サポニン類）を

含み保健、強壮剤に用いられて

いる。

三
ci
 c
o
 

99 

ケプラ、ペドラ（石を壊すの意）と呼ぶ豆科の草を乾燥して“お茶”

代りに朝夕飲むと胆石、腎臓結石などが何時のまにか無くなるといわれ

ている。現在のところ成分は判っていないのだが、インディオが古来使

用してきた“薬草”類がアマゾンには 180種とも 200種ともいわれてい

る。筋肉痛、関節の痛みなど外用薬（アンジローバ、コバイーパ等）と

して使われるものもある。ガン細胞の増殖を抑制する物質や、エイズウ

ィルスの増殖を抑制するものもないとはいえないのだから、研究が急が

れるよう期待したい。

g。 cc 
Q
9
 
p
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私
は
「
成
熟
し
た
恋
の
味
」
と
宣
伝
し
て
い
る
。

りヽ

⑭

成

熟

し

た

定

の

味

一
九
八
0
年
代
に
日
系
入
植
地
で
開
発
さ
れ
た
ア
セ
ロ
ー
ラ
は
、

オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ

ー
ス
の
十

倍
の
ビ
タ
ミ
ン

C
を
含
む
と
い
う
の
で
、
プ
ラ
ジ
ル
で
は
よ
く
飲
ま
れ
、

日
本
に
も
輸
出
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
と
違
っ
て
日
本
人
に
な
じ
み
は
少
な
い
が
、
目
下
日
本
へ
の
輸
出
が
模
索
さ
れ

て
い
る
ク
プ
ア
ス
ー
と
い
う
果
物
を
紹
介
し
よ
う
。
こ
れ
は
密
林
に
自
生
す
る
カ
カ
オ
属
の
中

高
木
で
、
最
近
栽
培
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
苗
の
定
植
か
ら
収
穫
ま
で
三
、

四
年
か
か

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り

の
収
量
は
多
く
は
な
い
が
、
果
肉
は
製
菓
用
の
ジ
ャ
ム
に
し
た
り
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
の
原
料
に
し
た
り
す
る
。
果
肉
を
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
包
ん
だ
菓
子
は
空
港
土

産
の
人
気
商
品
。
ジ
ュ
ー
ス
は
独
特
の
芳
香
に
酸
味
が
あ
り
、
初
恋
の
味
の
向
こ
う
を
張
っ
て

アマゾンの風物詩 38 



＼
 ---

クブアスー

アオギリ科

カカオ属

果実長さ15~35cm
径 10~15cm

種子を包んでいるバルプ（果肉）白色
種子はバルプを除かないと現われない。

種子はホワイトチョコレートの原料になる。

外果皮は堅く、褐色、

平滑で木質化している。
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ら
の
輸
入
で
間
に
合
わ
せ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

た
。
世
界
の
こ
の
系
統
の
殺
虫
剤
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
大
き
な
痛
手
で
、

に
代
わ
る
原
料
植
物
を
探
し
て
い
る
が
、
成
功
し
て
い
な
い
。

ラ
ス
樹
で
あ
る
。

サ
フ
ロ
ー
ル
は
僅
か
に
中
国
か

と
こ
ろ
が
プ
ラ
ジ
ル
政
府
は
資
源
保
護
の
た
め
、

現
在
ほ
と
ん
ど
栽
培
さ
れ
な
く
な
っ
た
除
虫
菊
は
ピ
レ
ト
リ
ン
と
い
う
殺
虫
成
分
を
含
ん
で

い
て
、
即
効
性
で
人
畜
無
害
、
残
効
性
が
な
い
た
め
環
境

・
健
康
に
よ
い
殺
虫
剤
と
し
て
見
直

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
合
成
ピ
レ
ト
リ
ン
を
元
に
し
て
作
っ
た
殺
虫
剤
は
効
力
が
弱
く
、
あ

る
種
の
薬
剤
を
添
加
し
て
効
力
を
増
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
う
成
分
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

◎

サ

フ

ロ

ー

ル

不

足

そ
の
原
料
に
サ
フ
ロ

ー
ル
と

そ
れ
を
大
量
に
持
っ
て
い
る
の
が
ク
ス
ノ
キ
科
の
サ
サ
フ

こ
の
木
の
伐
採
を
禁
止
し

日
本
で
は
こ
の
木

アマゾンの風物詩 40 
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る
希
望
が
開
け
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑲ 

夢
の
サ
フ

パ
ラ
ー
州
ベ
レ
ー
ン
市
に
あ
る
エ
ミ
リ
オ

・
ゴ
エ
ル
ジ
博
物
館
は
、

を
得
て
パ
ラ
ー
州
に
お
け
る
香
料
植
物
の
経
済
的
可
能
性
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
を
し
て
い
た
。

殺
虫
剤
の
増
強
剤
の
原
料
と
な
る
サ
フ
ロ
ー
ル
は
香
料
の
原
料
で
も
あ
る
の
だ
。
そ
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
時
、
館
長
が
ア
ク
レ
ー
州
リ
オ

・
プ
ラ
ン
コ
市
空
港
付
近
に
自
生
す
る
ピ
メ

ン
タ
・
ロ
ン
ガ
と
い
う
コ
シ
ョ
ウ
科
の
植
物
を
み
つ
け
た
。
調
べ
て
み
る
と
、

に
含
ま
れ
る
精
油
中
に
九
八
％
の
サ
フ
ロ
ー
ル
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
そ
こ
で
ピ
メ
ン

タ
・
ロ
ン
ガ
の
成
育
条
件
、
栽
植
密
度
、
収
穫
量
な
ど
を
調
べ
栽
培
の
可
能
性
を
検
討
し
た
。

技
術
体
系
が
決
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

ロ

ー

ル

植

拗

イ
ギ
リ
ス
の
資
金
援
助

こ
の
植
物
の
葉

パ
ラ
ー
州
が
世
界
の
サ
フ
ロ
ー
ル
供
給
地
帯
に
な

アマゾンの風物詩 42 
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ピメンタ・ロンガ

自然形で成長した 2年木（高さ約 l.8ml 
なんの変哲もない灌木にみえる。

ピメンタ・ロンガは1980年、 アクレー州都のリ

オ ・プランコ市空港付近に自生していたものをギ

レルメ ・マイヤー氏（現、エミリオ・ゴエルジ博

物館長）が有用植物として見出したもの。

ンの大自然の中には、

物もある、

灌木で乾燥に強く、

アマゾ

まだまだ利用できる有用植

という一つの例だ。

ヤセ地にも育つ、苗を定植

後 1年で収穫（桑のように台刈りして小枝ととも

に葉を収穫 ・蒸留する）以降年2回の刈り取りが

できる。

種子は小さく lgで 4,500粒とれるので繁殖は

容易、ただし、苗床の段階で葉の成分の変化して

いる不良苗を除くことが大切。香りが悪いものは

葉を指先でもめばすぐ判るのでこの苗は捨てるの

だ。不良苗は2~3％程度である。

43 アマ ゾンの風物詩



ン
ブ
ー
と
い
う
香
辛
野
菜
を
こ
れ
に
入
れ
る
。

火
で
煮
る
。

ニ
ク
、

「
マ
ニ
ソ
バ
」
は
マ
ン
ジ
ョ
カ
の
葉
を
擦
り
つ
ぶ
し
四
日
か
ら
七
日
の
間
と
ろ

煮
詰
め
た
葉
に
豚
の
脂
身
な
ど
を
入
れ
て
一
日
中
煮
続
け
る
。

そ
の
他
の
香
辛
料
を
入
れ
る
。
ど
ろ
り
と
し
た
液
体
を
ご
飯
に
か
け
て
食
べ
る
。

ッ
ト
・
ノ

・
ツ
ク
ピ
ー
」
は
ア
ヒ
ル
を

ッ
ク
ピ
ー
で
煮
た
料
理
の
意
味
。

明
し
た
よ
う
に
マ
ン
ジ
ョ
カ
の
汁
液
で
、
天
火
で
丸
焼
き
に
し
た
ア
ヒ
ル
の
ぶ
つ
切
り
や
ジ
ャ

ン
ジ
ョ
カ
澱
粉
、
干
し
え
び
、

が
使
わ
れ
る
。

は
「
マ
ニ
ソ
バ
」

⑲

郷

土

料

理

ジ
ャ
ン
プ
ー
を
入
れ
る
。

「パ

ッ
ト

・
ノ
・
ッ
ク
ピ
ー
」

「
タ
カ
カ
」
は
熱
い
ッ
ク
ピ
ー
に
固
練
り
の
マ

「
タ
カ
カ
」
が
有
名
。

ッ
ク
ピ

ー
は
前
に
説

お
祭
り
が
く
る
と
プ
ラ
ジ
ル
の
人
は
郷
土
料
理
を
作
っ
て
お
祝
い
を
す
る
。コ

シ
ョ
ウ
、

「パ
ニ
ン

ど
れ
も
マ
ン
ジ

ョ
カ

ア
マ
ゾ
ン
料
理

アマゾンの風物詩 44 



マンジョカ料理のし＼うし＼う

①バット・ノ・ツクピー

③カスキ＿ニョ・デ・カランゲジョ

（力ニ）

ムスワン（小型のカメ）の甲殻に
味付けしたムスワンの肉、内蔵を入
れフ ァリーニャを乗せたもの。

②ファリーニャ

④カスキーニョ・デ・ムスワン
（亀）

カニの殻に味付けしたカニの肉を
入れ、上にファリーニャを乗せてい
る。

プラジル料理、というものは聞いたことがない。僅かにシュラ

スコ（最近日本でも専門店ができ若者に人気）、フェジョアーダ

が知られているが、丸ごと焼いて串ざしにした肉はよその国にも

あるし、昔アフリカから来た人々が主人の余り物を豆と一緒に煮

たフェジョアーダをプラジル料理というのはいささか寂しい。多

民族国家であるから日本料理を含め、イタリー、フランス、スペ

インまたはドイツ式料理がなんと なく渾然一体となったような料

理が多い。アマゾンの郷土料理は、先住民インディオの料理だか

ら、これらの料理こそプラジル料理といえるのではなかろうか。
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つ
あ
る
。
相
続
税
に
苦
し
む
こ
と
が
な
い
の
だ
。

プ
ラ
ジ
ル
は
老
人
天
国
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
年
寄
り
が
息
子
や
娘
と
世
帯
を
別
に
し
て
い

る
が
、
決
し
て
寂
し
く
暮
ら
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
い
た
い
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
子
だ
く
さ

ん
だ
か
ら
、
土
曜
、

日
曜
に
は
息
子
と
娘
夫
婦
が
孫
を
連
れ
て
、

縁
者
だ
け
が
く
る
の
で
は
な
く
、
息
子
や
娘
が
自
分
ら
の
友
人
を
引
き
連
れ
て
き
て
、
大
騒
ぎ

を
す
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
陽
気
な
国
民
な
の
だ
。

い
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
貧
し
い
独
り
暮
ら
し
の
老
人
で
慈
善
病
院
や
カ
ソ
リ
ッ
ク
の

養
老
院
で
余
生
を
送
る
人
も
い
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
歌
や
踊
り
な
ど
で
楽
し
そ
う
に
や
っ

て
い
る
。
プ
ラ
ジ
ル
で
長
年
生
活
し
て
私
た
ち
日
本
人
が
う
ら
や
ま
し
い
と
思
っ
た
こ
と
が
一

◎

老

人

天

国

ど
っ
と
遊
び
に
く
る
。
親
戚

と
い
っ
て
も
孤
独
な
老
人
が
ま
っ
た
＜
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第6回世界ゲートボール大会で、入場するプラジルチーム

写真提供財団法人日本ゲー トポール連合

1994年10月、鹿児島で第6回世界ゲートポール大会が開催さ

れ、世界の11の国と地域から腕自慢の年配者達が集まった。た

またま10月下旬、南米出張の帰途、サンパウロ空港でプラジル

代表(129名）の方々と成田まで同じ飛行機に乗り合わせた。日

系人ばかりだった。

プラジル年配者は、集団で行動するのは団体旅行ぐらいなも

ので、朝夕の散歩、音楽や手芸、園芸などの趣味、そして親し

い人達との語らい、時にはト ランプをするなど比較的個々に生

活を楽しんでいるように思える。しかしお祭りは好きである。

47 アマゾンの風物詩



資
す
る
人
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
る
わ
け
だ
。

万
ク

ル
ゼ
イ
ロ
レ
ア
ル

◎ 

抽

価

上

昇

四

私
が
日
本
に
帰
国
し
た
今
年
四
月
、
物
価
上
昇
率
は
月
に
四
五
％
で
あ
っ
た
。
労
働
者
の
賃

金
を
月
百
ド
ル
と
す
る
と
、
賃
金
支
払
日
の
月
末
に
は
実
質
で
約
六
十
ド
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
。

農
業
で
は
短
期
の
作
物
は
種
子
を
ま
い
て
か
ら
収
穫
ま
で
に
三
カ
月
は
か
か
る
。
今
こ
れ
に
百

(
C
R
$
)
を
投
じ
た
と
す
れ
ば
、
価
値
下
落
分
を
計
算
す
る
と
利
益

こ
み
で
生
産
物
を
四
百
万

C
R
＄
で
売
ら
な
い
と
成
り
立
た
な
い
。
指
数
1
の
物
が
三
カ
月
後
、

4
に
売
れ
る
保
証
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
百
万

C
R
＄
を
銀
行
に
預
け
る
と
政
策
上
、
実
質
的
な

価
値
修
正
が
行
わ
れ
、
本
日
設
定
の
定
期
預
金
は
一
カ
月
も
の
三
八
％
あ
る
い
は
四

0
％
と
い

う
方
法
が
あ
り、

銀
行
に
預
け
た
方
が
安
全

・
確
実
に
な
る
。
危
険
を
冒
し
て
ま
で
農
業
に
投

五
％
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2,500十 CR$

2,ooot CR$ 

1,500十 CR$

1+ R$ 

為替レートの変化

プラジルは平成6年7月から通貨をクルゼイロ ・レアル

からレアル貨に変えた。レートを 1US$ = 1レアルとした。
8月以降ドルに対し、レアル高となり推移している。

インフレ指数は為替下落を

上まわっていた。4月は対

前月比~45％に及んだ。

最近のインフレ率

平成 6年 7月から

インフ レは終息した。

50~1 I 
（月問）

曇碑励lttt-1'9[.. 9祉』

I I 
40 

／ | 

／ I 
30 

20 
／ I 

1,700 
／ 

10 

％ 
／ 

|。9―d/4 5 6 7 8 9 10 
（地理統計院L1IJペ）

0.98 0.90 0.89 

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
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日
本
人
も
彼
等
を
通
じ
て
プ
ラ
ジ
ル
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い

。

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
平
均
的
労
働
賃
金
は
六
月
上
旬
で
二
十
万
ク
ル
ゼ
イ
ロ
レ
ア
ル

賃
金
に
は
高
低
が
あ
る
が
、
実
質
的
な
最
低
賃
金
は
六
十
四
・
七
九
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
。
七

月
か
ら
貨
幣
単
位
が
レ
ア
ル
に
変
っ
て
一
ド
ル
11

一
レ
ア
ル
に
な
り
、
政
府
は
将
来
の
最
低
賃

金
を
百
ド
ル
に
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
。

だ
。
日
本
で
一
万
円
は
日
当
に
相
当
し
、
プ
ラ
ジ
ル
の
月
給
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
る
。

本
へ
の
出
稼
ぎ
が
激
増
す
る
わ
け
で
あ
る
。
出
稼
ぎ
は
結
構
だ
が
、
金
を
稼
ぐ
こ
と
だ
け
で
な

く
、
日
本
で
得
た
技
術
、
知
識
、
文
化
を
本
国
で
生
か
す
こ
と
を
私
は
期
待
し
た
い
。
同
時
に

ぐ
ら
い
で
あ
る
。

出

稼

ぎ

(
C
R
$
)
 

一
ド
ル
が
二
千
三
百
五
十

C
R
＄
だ
か
ら
八
十
五
ド
ル
だ
。
地
域
に
よ
っ
て

と
こ
ろ
で
百
ド
ル
を
円
に
換
算
す
る
と
約
一
万
円

そ
こ
で
日
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現在プラジルにいる日本人、日系人は 180万人

といわれる。厳密な数字は判らぬが、今日本で働

いている日系人は20万人、ピーク時は30万人と も

いわれた。 （プラジルの邦字紙で最大発行部数の

サンパウロ新聞による。）平成6年11月12日、上

田市のスーパーに立寄ったお り、たまたまここで

働く2組の日系二世夫婦と立ち話しする機会を得

た。日本とプラジルと、どちらが暮しやすいか、

と質問したところ、プラジルの方が ・・心の通いが

ある”ので、といった答えが返ってきた。

ミ日本で慟く ：：： 方々の

御相談と御世話は・・・・・・

永年の経験と実績のある

口□産業で

いわゆる “バプル”がはじける

まで数年間、プラジルの日本語新

聞 ・雑誌等の広告欄には、出稼ぎ

斡旋事務所と日本で人手を必要と

する企業の 「直接雇用」と呼ばれ

る種類の募集広告が多くみられた。

某誌に掲載されたもの。

サンパウ ロ事務所

RUA DA GLOR I A :[JI. 4蹟．□1コ
T-D -00 代l:t.A.l[JI
(O 澪稟株式会社）

日本での就労はロロ工業で

三年の実績が信頼の絆です。

詳細は下記へお問い合わせ下さい。

口口工業サンパウロ事務所

51 アマゾンの風物詩
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◎ 
も
あ
る
が

、

切
だ
。

日
伯
親
善
を
生
め
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

私
た
ち
の
農
業
試
験
場
で
働
い
て
い
る
プ
ラ
ジ
ル
人
の
研
究
者
を
日
本
に
派
遣
し
て
、

の
技
術
を
研
修
し
て
も
ら
う
制
度
が
あ
る
。
目
的
は
日
本
人
派
遣
専
門
家
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー

ト
と
し
て
の
技
術
研
修
に
あ
る
が
、
日
本
と
プ
ラ
ジ

ル
の
文
化
を
相
互
に
理
解
す
る
側
面
も
大

こ
の
制
度
で
日
本
に
行
っ
た
研
究
者
が
日
本
か
ら
試
験
場
の
私
あ
て
に
手
紙
を
く
れ
た
。

「
あ
な
た
の
国
は
実
に
素
晴
ら
し
い
。
研
究
者
の
レ
ベ
ル
、
研
究
態
度
、
町
の
清
潔
さ
、
非
の

打
ち
所
が
あ
り
ま
せ
ん
」

。
褒
め
過
ぎ
の
嫌
い
は
あ
る
が
、

た
思
い
が
す
る
。
ア
メ
リ
カ
で
学
位
を
と
っ
た
ア
メ
リ
カ
び
い
き
の
研
究
者
が
、
日
本
に
宗
旨

変
え
し
て
く
れ
る
の
は
嬉
し
い

。
中
に
は
シ
ル
バ
ー
シ

ー
ト
に
賛
辞
を
お
く
る
ト
ン
チ
ン
カ
ン

「
日
本
は
景
晴
ら
し
い
」

日
本

日
本
人
と
し
て
は
鼻
が
高
く
な
っ
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どに戸ちメ〔ー》7lr

文化の違いもあって、プラジルの研究機関では一般

的に研究者、テクニコ（テクニシアン）、雑役、とお

のおの仕事の分担が決っている。研究者が圃場に出て

データを取ったり、培地を作ったりはしない。研究者

はテクニコがまとめたデータを分析、考察するのが普

通である。そのため、当国の研究者が日本に来て自分

で培地を作ったり、圃地で自ら手を下したりしている

のにまず驚く。しかし、材料の準備や、データを他人
ーて、

に任せずに集めることが結果の考察に役立つという点

を知るようになる。身分制度のようなものがなく、研

究者自身で手を下す研究態度に感心するのである。

平成5年度の政府ベースの研修員受入数は、 6,144

名（第三国研修等を除く）、中南米諸国からは 1,350名

となっている (ODA白書）。プラジルからの研修員受

入数はここ数年間毎年約 200名となっている。

プラジルからの研修貴受入数

（国際協力事業団による）

1990年

1991 

1992 

1993 

1994（推定）

204 

190 

226 

193 

200 

d
^
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だ
れ
も
教
え
て
く
れ
そ
う
も
な
い
。

、
。

と
し
ぅ

ど
う
し
よ
う
。

マ
さ
ん
嘆
く

フ
ァ
ッ
チ
マ
さ
ん
と
い
う
女
性
研
究
家
が
研
修
の
た
め
に
日
本
に
出
張
し
た
。
プ

ラ
ジ
ル
に

帰
っ
た
と
こ
ろ
を
つ
か
ま
え
「
日
本
は
ど
う
だ
っ
た
か
」
と
聞
い
た
ら
「
素
晴
ら
し
か
っ
た
」

「
悪
い
こ
と
は
な
か
っ
た
の
か
」
と
も
う
一
度
質
問
し
た
ら
悲
し
そ
う
な
顔
で
語
り

出
し
た
。
朝
、
新
宿
駅
の
階
段
で
足
を
踏
み
は
ず
し
て
転
げ
落
ち
、
踊
り
場
で
と
ま
っ
て
横
倒

し
に
な
っ
た
。
立
ち
上
が
っ
て
歩
こ
う
と
し
た
が
足
首
が
痛
い
。
ね
ん
ざ
し
た
ら
し
い
。
大
勢

の
乗
客
が
横
目
で
見
な
が
ら
通
り
過
ぎ
て
行
く
。
恥
ず
か
し
さ
と
情
け
な
さ
で
涙
が
出
そ
う
に

な
っ
た
。
ど
う
し
て
日
本
人
は
素
知
ら
ぬ
顔
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。

れ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
医
者
に
足
首
を
診
て
も
ら
わ
ね
ば
．
．
．
o

◎

フ

ァ

ッ

チ

み
ん
な
忙
し
い
の
か
も
し

ど
こ
か
病
院
は
な
い
か
し
ら
。
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間
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J
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整

ら

軽
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出
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畳
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9

さ

さ
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い
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は
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て

た
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に
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ッ
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つ
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達
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合
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電
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さ
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場
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い
と
は
い
え
な
い
が
、

切
だ
。

々
に
尋
ね
た
。

一
般
市
民
は
優
し
い
。

け
の
病
院
は
ど
こ
だ
」
と
聞
か
れ
て
、

ろ
い
ろ
の
こ
と
を
聞
く
。

「
手
が
痛
い
」
と
い
う
と
「
そ
れ
で
は
病
院
に
行
こ
う
。

「
セ
ニ
ョ
ー
ラ
、

三
年
ほ
ど
前
、
家
内
が
ベ
レ
ー
ン
市
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
出
て
き
た
と
こ
ろ
、
足

を
滑
ら
せ
て
道
に
転
ん
だ
。
周
り
か
ら
人
々
が
駆
け
寄
っ
て
き
た
。
彼
女
を
助
け
起
こ
す
と
口

◎

プ

ラ

ジ

ル

の

親

切

こ
れ
こ
れ
の
病
院
と
答
え
る
と
、

腕
を
と
っ
て
シ
ー
ト
に
座
ら
せ

て
く
れ
た
。
左
手
首
が
折
れ
て
い
た
が
、

ど
こ
か
痛
い
所
は
な
い
か
」

一
人
の
男
が
手
早
く

か
か
り
つ

タ
ク
シ
ー
を
止
め
た
。
礼
を
の
べ
て
車
に
乗
ろ
う
と
し
た
ら
、
二
人
目
の
男
が
痛
く
な
い
方
の

と
も
か
く
彼
等
は
親

日
本
な
ら
お
せ
っ
か
い
と
思
わ
れ
そ
う
な
こ
と
を
気
さ
く
に
し
て
く
れ
る
。
治
安
は
良

「
腰
を
打
た
な
か
っ
た
か
」

し‘
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• I : i ベレーンのアマゾニア病院は、日本移民援護協会（プラジ l ． 
• I ； ！ ルの法定福祉団体）が経営する日本語の通じる病院である。 I 
• I 
● I ; i 口系医師が25名（すべて日本での研修を了えている。）が各 ！ 
● : . : 
：i 科に配属され、プラジル人からも頼りにされている。現状で l 
硲 ぁぇて残念なところをあげるならば、病床数が少い点か。僻 i 
ゞ
・＼ 地の日系社会への巡回診療に経費がかかる、最新医療機器が l 
i 足りない、等の問題もあるが、アマゾンに根を下ろした日系 i 

I 

． 

I 人、プラジル人のために日夜頑張っている姿は頭の下がる思 l 
I 
i いである。
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ハチどり

長いくちばしで花の蜜を吸う。

体長 3~4cmのものから10cm位の大形まで種類が多い。

羽色は赤、青、黒とりどりである。

粟を細かくふるわせ花の前で空中停止して蜜を吸う。

プラジル全土に分布するが、アマゾン地域に種類が多い。



第
。
及
第
は
サ
ク
ラ
ン
ボ
、

わ
け
で
あ
る
。

◎ 

と
こ
ろ
が
そ
れ
は
裏
切
ら
れ
た
。
ま
ず
、

日

本

の

果

拗

っ
た
日
本
特
産
の
ミ
カ
ン
か
と
あ
き
れ
た
。
次
に
リ
ン
ゴ
だ
。

日
本
人
の
専
門
家
が
指
導
し
て
プ
ラ
ジ
ル
人
が
栽
培
し
た
「
フ
ジ
」
だ
。
食
べ
比
べ
て
ブ
ラ
ジ

ル
の
方
が
う
ま
か
っ
た
。
四
月
、
本
格
的
に
帰
国
し
て
、
く
や
し
ま
ぎ
れ
に
手
当
た
り
次
第
に

果
物
を
試
食
し
た
。
熱
帯
の
果
物
に
対
抗
で
き
る
日
本
の
果
物
を
探
す
つ
も
り
だ
。
全
部
、
落

た
だ
一
品
で
あ
っ
た
。

リ
ン
ゴ
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
も
あ
る
。

こ
れ
が
多
汁
と
美
味
で
世
界
的
に
な

今
年
の
一
月
末
か
ら
二
月
初
め
に
か
け
て
、
東
京
で
行
わ
れ
る
会
議
に
出
席
す
る
た
め
に
一

時
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
温
州
ミ
カ
ン
と
リ
ン
ゴ
が
食
べ
ら
れ
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
。
プ
ラ
ジ

ル
の
濃
厚
な
味
に
慣
れ
て
き
た
か
ら
、

さ
わ
や
か
な
味
に
期
待
し
た

アマゾンの風物詩 58 



:
►
►
:
ー
ー
:
…
も
g
g
ぃ
g
g
g
g
g

og
g
g
g
g
g

ogo
ogg
g
g
り

0い
い00
0
り
も
g
g
g
g

►\
:
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
1

◄心

マンガ（マンゴー）

有名なペレーンの街路樹は

マンゴーだ。

11月～12月が最盛期。 マモン（パバイヤ）

1970年代にハワイパパイヤ

（果肉が赤い種類）を導入

した。甘味が多く、パパイ

ヤ特有の臭いが少く、周年

収穫可能。

- --一

インガ

サヤの中のたねの周囲が甘

い。

カジュー（カシュー）

種子がとび出る。

中の種はピールのつまみ、

堅い皮のヤニ（樹脂）は塗

料（うるし代用）にする。

ビリパー

果実は黄色、縦に切ってス

プーンで喰べる。果肉（パ

ルプ）は白、種子はパルプ

に包まれている。僅かな酸

味あり、さつばりした味。

原産地はアマゾン。一個の

目方は 1Kg前後になる。
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て
考
え
方
が
違
う
の
に
は
感
心
も
し
驚
き
も
し
た
。

は
り
私
は
日
本
人
な
の
で
あ
る
。

員
か
ら
、

フ
ジ
モ
リ
大
統
領
が
ペ
ル
ー
の
政
権
を
担
っ
た
時
、
私
た
ち
は
農
業
試
験
場
の
職
員
や
研
究

「
フ
ジ
モ
リ
日
系
二
世
は
大
し
た
も
の
だ
」
と
い
う
賛
辞
を
受
け
た
。
と
こ
ろ
が
後

に
憲
法
を
停
止
し
て
国
会
を
解
散
し
た
時
に
は
、
葬
難
ご
う
ご
う
の
あ
り
さ
ま
で
あ

っ
た
。

「
混
乱
し
た
国
を
ま
と
め
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
強
権
は
や
む
を
得
な
い
」
と
反
論
し
た

い
と
こ
ろ
だ
が
、
多
勢
に
無
勢
か
ら
口
を
つ
ぐ
ん
で
し
ま
う
。
自
分
の
意
見
が
い
え
な
い。

や

こ
う
い
う
場
合
、
プ
ラ
ジ
ル
人
は
決
し
て
遠
慮
し
た
り
恐
れ

た
り
し
な
い

。
構
わ
ず
独
自
の
意
見
を
ふ
つ
け
て
く
る
。

な
い
。
中
東
戦
争
の
際
、

そ
れ
も
マ
ス
コ
ミ
の
借
り
も
の
で
は

日
本
人
の
論
調
が
一
本
で
あ
っ
た
の
に
、
プ
ラ
ジ
ル
人
は
人
に
よ
っ

◎

借

り

も

の

で

な

い

意

見
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一
1995年は日伯修好条約締結から 100年、日本人移

移住者が最初にサントス港に着いてから87年になる。

ペルーのフジモリ大統領の次はプラジルの日系人

から大統領が生まれる、と一時邦字紙を賑わしたが、

プラジルでは現在まで日系では2人の大臣（ヤスダ

商工大臣、ウエキ鉱山、動力大臣）の誕生があった

だけで、ウエキ大臣 (1980年代初期）以降は一人も

出ていない。21世紀に期待しよ う。
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カピパラ

ネズミの仲間では世界最大、南米大陸だけに生棲する。

体長lm、体重50Kgに達する草食動物。
草原特に湿地を好み群をなす。

大きな群は20頭位になる。 虜
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◎ 
に
発
展
す
る
順
序
は
、
厳
し
く
守
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
海
外
移
住
者
を
援
護
す
る
た
め
に
、

ロ
マ
ン
ス
の
た
だ
よ
う
別
天
地
で
あ
っ
た
。
夕
方
に
な
る
と
、
家
々
の
窓
ぎ
わ

に
立
つ
セ
ニ
ョ
リ
ー
タ
に
、
青
年
が
ギ
タ
ー
を
つ
ま
弾
き
な
が
ら
恋
を
語
り
か
け
る
風
景
が
見

ら
れ
た
も
の
だ
。
公
園
で
は
土
曜
日
の
夕
方
、
母
親
や
兄
弟
に
付
き
添
わ
れ
て
娘
た
ち
が
円
を

か
く
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
歩
く
と
、

を
す
る
と
い
う
シ
ー
ン
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
甘
い
文
学
的
風
潮
は
、

始
め
て
今
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
情
熱
の
国
だ
か
ら
自
由
奔
放
の
恋
が
芽
生
え
．
‘

結
婚
へ
と
実
を
結
ふ
時
代
に
な
っ
て
い
る
が
、
知
識
階
級
で
は
友
達
か
ら
恋
人
を
経
て
婚
約
者

プ
ラ
ジ
ル
は
、

今
は
な
し
、

そ
の
外
側
を
若
い
男
た
ち
が
反
対
方
向
に
歩
い
て
お
見
合
い

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
入
っ
た
昭
和
三
十
四
年
ご
ろ
の

そ
れ
以
降
急
に
衰
え
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マラジョー焼

アマゾン河口のマラジョー

の島で出土した素焼の壺

アミーゴ（男友達） アミーガ（女友達）は誰

れ彼なくつき合ってもよい。ナモラー ド（男）、

ナモラーダ（女） の関係（恋人）になると他の

友達は2人に遠慮する。 この段階では

両者の合意で解消となることが間々ある。ノイ

ポ（男）

しかし、

ノイバ（女）即ち婚約者となるには、

夫々の両親の了解が必要だ。 自由奔放のように

見えるが、夫々親御さん達の見る目は今でも厳

しいようだ。

でも

疇

.....、... 
卑
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◎ 
を
サ
ッ
カ
ー
と
カ
ー
ニ
バ
ル
は
蓄
え
て
い
る
。

「
プ
ラ
ジ

ル
か
ら
サ

ッ
カ
ー
と
カ
ー
ニ
バ
ル
を
引
く
と
何
が
残
る
か
」
と

い
う
ク
イ
ズ
が
あ

る
。
答
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
そ
れ
く
ら
い
サ
ッ
カ
ー
と
カ
ー
ニ
バ
ル
に
情
熱
を
注
ぐ
国
民
に
よ
っ

て
、
プ
ラ
ジ
ル
は
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
私
が
プ
ラ
ジ
ル
に
行
っ
た
三
十
年

JJこ
ま、

i月

|

|

カ
ー

ニ
バ
ル
が
終
わ
る
と
急
に
人
口
が
増
え
た
と
い
う
ゴ
シ

ッ
プ
が
語
ら
れ
た
ほ
ど

だ
。
軍
事
政
権
に
な
っ
て
か
ら
は
民
政
の
現
在
も
そ
れ
ほ
ど
の
大
騒
ぎ
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た

が
、
金
持
ち
ク
ラ
ス

の
カ
ー

ニ
バ
ル
に
は
一
種
異
様
な
ム

ー
ド
が
あ
る
。
激
し
く
血
が
騒
ぐ
の

だ
ろ
う
。
そ
れ
は
音
速
の
貴
公
子
と
い
わ
れ
た
セ
ナ
の
葬
儀
に
百
五
十
万
人
の
人
が
集
ま
っ
た

熱
っ
ぽ
さ
だ
。
猛
烈
な
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
生
活
の
苦
し
み
を
払
い
の
け
る
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

エ

ネ

ル

ギ

ー
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（ 各地で盛んなカーニバル
リオのカーニバルといえば世界的に有名なため、カーニバルといえばリオ ・デ・

ジャネイロのお祭り騒ぎだけが国外に宣伝されるきらいがある。しかし、国内いた

るところの町や村で住民はそれなりに祭りを楽しんでいる。サンパウロ、ペロオリ

ゾンテはいうに及ばず、アマゾン地域のベーレンでも盛大に行われる。

クリスマスが過ぎ年が替る毎週土日には、空き缶やナペ底をたたいて町内やグル

ープが、その年に決まったカーニバル音楽（サンバ）を練習し、市や町のコンクー
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ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
サ
ッ
カ
ー
と
カ
ー

ニ
バ
ル
を
引
い
て
、
果
た
し
て
ゼ
ロ
に
な
る
か
。
私
は
そ

う
は
思
わ
な
い
。
大
密
林
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
資
源
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
将
来
の
プ
ラ
ジ

ル
の
発
展
を
約
束
す
る
。

し
か
し
そ
れ
に
は
こ
れ
の
使
い
方
を
間
違
わ
な

い
こ
と
だ
。
例
え
ば

資
源
の
―
つ
に
良
質
の
鉄
鉱
石
が
、

ベ
レ
ー
ン
南
西
の
山
塊
に
あ
る
。
そ
の
埋
蔵
量
は
一
千
億

ド
ル
以
上
と
い
わ
れ
る
。
時
価
に
換
算
す
る
と
現
在
の
プ
ラ
ジ
ル
の
外
債
残
高
に
見
合
う
。

と

こ
ろ
が
ブ
ラ
ジ
ル
は
国
内
に
石
炭
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
製
錬
用
の
燃
料
に
木
炭
を
使
わ

ね
ば
な
ら
な
い

。
木
を
伐
採
す
れ
ば
自
然
破
壊
に
つ
な
が
る
と
い
う
批
判
を
受
け
る
。
そ
う
い

う
攻
撃
を
す
る
の
は
大
抵
、
途
上
国
の
苦
労
を
知
ら
な
い
先
進
国
の
人
々
だ
。
環
境
問
題
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
宝
の
山
を
据
り
起
こ
す
工
夫
が
い
る
。
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合
、
百
七
十
七
万
ト
ン
の
石
炭
の
熱
量
に
相
当
す
る
。

◎ 
の
で
、 ヤ

シ

の

実

で

製

錬

一
千
万

鉄
鉱
石
製
錬
用
の
燃
料
に
、
木
材
以
外
の
も
の
を
使
え
ば
前
回
の
問
題
は
解
決
で
き
る
。
私

は
バ
バ
ス
ヤ
シ
の
果
実
を
代
替
燃
料
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い

。

南
部
か
ら
マ
ラ
ニ
オ
ン
州
西
部
、

ト
カ
ン
チ
ン
ス
州
、

バ
バ
ス
ヤ
シ
は
パ
ラ
ー
州

ゴ
ヤ
ス
州
に
至
る
ま
で
広
い
地
域
に
自

生
し
、
成
木
か
ら
毎
年
五
、
六
百
個
の
果
実
が
得
ら
れ
る
。
核
果
の
中
の
種
子
は
油
脂
を
含
む

こ
れ
は
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
核
果
の
外
側
の
繊
維
部
分
と
そ
の
内
側
の
硬
質
部
は
捨

て
ら
れ
て
い
る
。

二
十
億
本
、

と
こ
ろ
が
こ
れ
を
炭
に
す
る
と
熱
量
の
大
き
い
炭
が
得
ら
れ
る
。
自
生
樹
を

一
本
当
た
り
の
核
果
数
を
五
百
個
と
し
、
採
集
割
合
を
四
割
と
す
る
と
、

ト
ン
を
燃
料
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
の
計
算
で
は
硬
質
部
の
良
い
所
だ
け
を
炭
に
し
た
場
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ババス樹 1本から左図のような房が

2~3房生ずる。一房に 250個前後の果

が着くので、 250X2房でも 500個とれ

る。

果の長さ 8~15cm(250g~300g) 

太いところで径 5 ~7cm 

外果皮（繊維）

内果皮（堅い）

全体の50％を占める

中果皮（澱粉を含有）

種子（アメンドア） 3~ 4個入っている。
油脂分66%

職 、細漏そして活性炭、と

4つに使えるが石炭替りに炭として

利用した方が良いのではないか？ 下
69 アマゾンの風物詩



ア
マ
ゾ
ン
は
暑
く
て
住
み
に
く
か
ろ
う
と
、

よ
く
同
情
さ
れ
る
。

ほ
と
ん
ど
赤
道
直
下
に
あ

る
か
ら
、
間
違
い
な
く
暑
い
。
年
平
均
気
温
は
ベ
レ
ー
ン
で
二
十
六

．
0
度
。
最
高
月
平
均
は

十
一
月
の
二
十
六
・
六
度
で
あ
る
。
最
低
が
二
、
三
月
の
二
十
五
・
五
度
で
、
年
間
通
し
て
大

き
な
変
化
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
東
京
の
年
平
均
気
温
は
十
五

・
六
度
で
あ
る
か
ら
ベ
レ
ー

ン
よ
り
約
十
度
低
温
だ
が
、
最
高
月
平
均
の
八
月
で
は
二
十
七

•

一
度
と
な
り
、

い
い
勝
負
だ
。

ベ
レ
ー
ン
を

抜
く
。
問
題
は
湿
度
で
あ
る
。
年
平
均
湿
度
は
ベ
レ
ー
ン
で
八
七
％
で
、
東
京
の
蒸
し
暑
さ
と

し
か
し
私
の
長
い
ア
マ
ゾ
ン
生
活
で
、
今
年
の
日
本
列
島
を
苦
し
め
た
四
十
度

に
及
ぶ
暑
さ
、
連
続
的
な
熱
帯
夜
を
経
験
し
た
こ
と
は
な
い

。
確
か
に
日
中
は
暑
い
が
、
樹
木

が
多
く
木
陰
で
は
暑
さ
を
忘
れ
る
。
夜
は
涼
し
い
。

◎

暑

さ

比

べ

日
本
よ
り
過
ご
し
や
す
い
。
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さ比
I Iは1994年夏の東京、 24~39℃
ベレーンの最も暑い時期 (10~11月） 20~33℃

30℃ 

20℃ 

10℃ 

15. 5 

平
均
気
温

26 

27. 1 

ベ
レ
ー
ン

・
月
平
均
の
最
高
の
月

東
京
・
月
平
均
の
最
高
の
月

ベ
レ
ー
ン
・
年
平
均
気
温

東
京
・
年

ハ
月

24 

十
一
月

33 

26.6 

20 

ペレーン、東京の平均気渦は

理科年表 (1994年）による。
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ば
、
喜
ん
で
い
く
。

南
米
で
の
生
活
は
通
算
す
る
と
十
九
年
に
な
る
。

住
ん
だ
。
こ
の
間
に
マ
ラ
リ
ア
と
ア
メ
ー
バ
赤
痢
を
患
っ
た
。

に
は
参
っ
た
。
そ
れ
で
も
私
は
ア
マ
ゾ
ン
が
好
き
で
あ
る
。
確
か
に
気
温
は
高
い
。
し
か
し
日

本
の
夏
よ
り
し
の
ぎ
や
す
い
所
だ
。
乾
期
と
雨
期
の
単
調
な
季
節
の
な
か
に
、
微
妙
な
自
然
の

変
化
が
あ
っ
て
魅
惑
的
で
あ
る
。
雨
期
の
終
わ
り
に
落
葉
が
あ
る
。
葉
が
落
ち
て
、
す
ぐ
新
し

い
芽
が
伸
び
る
。
季
節
と
季
節
の
は
ざ
ま
を
み
つ
け
た
時
、

を
感
じ
た
。
人
懐
こ

い
プ
ラ
ジ
ル
人
も
魅
力
的
だ
。

生
に
何
か
を
賭
け
て
来
た
だ
け
あ
っ
て
、
付
き
合
っ
て

い
て
楽
し
い。

ま
た
行
け
と

い
わ
れ
れ

ア

マ
ゾ
ン
の
魅
力

そ
の
う
ち
ア
マ
ゾ
ン
に
は
四
度
十
五
年
間

と
く
に
高
熱
が
出
る
マ
ラ
リ
ア

熱
帯
と
い
う
激
し
い
自
然
に
愛
着

ア
マ
ゾ
ン
移
住
を
決
め
た
日
本
人
は
、
人
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アマゾンの物産

バウ・ローショ

（赤紫色の木）の器

人工的な着色をせず、材質

そのままの色や木目を生かした

果子皿、お盆などが作られている。

これら木工製品の皿で、赤紫色のものが

あればパウ ・ローショか、パウ・プラジルと

みてまちがいない。径30c叫立の木を輪切

り’’して樹皮を付けたまま外辺を残

し、―くり［いていった果子皿は

アマゾンの自然美を表現し

ていよう。

ピラルクーの舌と鱗

世界最大の淡水魚ピラル

クーの身は焼いて食べるのが

普通だが、干物にすると干鱈のよ

うな味になる。その堅い舌は乾かして

ャスリ代りになるが、 “うろこ＂も乾かし

て外側を爪磨きに利用できる。うろこの内側は

滑らかなので靴べらに使うという話もある

が、筆者は確認していない。そんなこ

とをすれば外側の細いヤスリ目で

靴を台なしにしてしまうの

ではないか。

73 アマゾンの風物詩

今にも食いつきそう

に口を開けた剥製、頭だ

けの剥製を付けたキーホルダ

ーなどはいささかグロテスクに見

えるがすべてメード ・イン ・

アマゾン。各地で売られ

ているのは、当地産

である。

マラジョー焼

アマゾン河口に位置する

九州とほぼ同じ広さのマラジ

ョー島で出土した素焼きの土器類

の表面には素朴で東洋的とも思える幾

何学的模様が刻み込まれていたり、壺の柄

などには蛇、蛙などを形どった飾がみられる。

これらの形の特徴と模様を手本にして、イ

コアラシー（ベレーン近郊）を中心に

素焼き器や皿が作られている。い

つのころからか、これらの焼

物をマラジョー焼きと呼

古くからインディオ

が健康食品として利用し

ている。今では清涼飲料原料

や健康食品としてその実力涸i品化

されている。精力剤として珍

重する向きもあるが、効

能の方は筆者にはわ

からない。



私
と
ア
マ
ゾ
ン
の
歩
み

国
際
協
力
事
業
団
(

J

I
C
A
)
、

派
遣
専
門
家
と
し
て

平
成
六
年
四
月
、
ア
マ
ゾ
ン
農
業
研
究
協
力
計
画
、

の
任
期
を
了
え
、
三
年
八
カ
月
ぶ
り
に
帰
国
し
た
。

三
十
代
か
ら
四
度
び
、
ア
マ
ゾ
ン
に
は
都
合
十
五
年
間
生
活
し
た
こ
と
に
な
る
。
は
じ
め
は
昭
和
三
十
五
年

二
月
ー
三
十
八
年
七
月
ま
で
、
専
ら
原
始
林
の
事
業
所
（
第
ニ
ト
メ
ア
ス
ー
）
暮
ら
し
で
あ
っ
た
。
次
回
は
昭
和

四
十
四
年
七
月
ー
四
十
七
年
七
月
（
旧
海
外
移
住
事
業
団
ベ
レ
ー
ン
支
部
）
、
三
回
目
は
同
じ
く
ベ
レ
ー
ン
支
部

(

J

I
C
A
)
に
昭
和
五
十
二
年
八
月
ー
五
十
七
年
六
月
ま
で
。
そ
し
て
今
回
は
平
成
二
年
八
月
ー
六
年
四
月
ま

で
E
M
B
R
A
P
A
I
C
P
A
T
u
（
プ
ラ
ジ
ル
農
牧
研
究
公
社
、
東
部
ア
マ
ゾ
ン
農
林
研
究
セ
ン
タ
ー
）
で
、

薬
用
・
色
素
植
物
の
同
定
と
利
用
、
組
織
培
養
技
術
の
利
用
に
よ
る
品
種
改
良
、
特
定
熱
帯
果
樹
の
栽
培
技
術
の

開
発
、
コ
シ
ョ
ウ
油
お
よ
び
オ
レ
オ
レ
ジ
ン
の
抽
出
と
利
用
な
ど
に
つ
い
て
、
分
野
別
に
お
の
お
の
日
本
の
専
門

家
の
指
導
協
力
を
得
な
が
ら
プ
ラ
ジ
ル
人
研
究
者
と
共
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
四
度
び
の
勤
め
は
い
づ

れ
も
職
場
の
発
令
（
ま
た
は
委
囁
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
ア
マ
ゾ
ン
に
数
年
お
き
に
三
ー
五
年
づ
つ
生

活
で
き
た
こ
と
は
大
変
な
幸
運
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

激
し
く
移
り
変
る
日
本
の
社
会
と
ア
マ
ゾ
ン
の
日
系
社
会
、
プ
ラ
ジ
ル
の
社
会
の
変
化
、
そ
し
て
今
も
変
わ
ら

ぬ
ア
マ
ゾ
ン
の
自
然
、
こ
の
動

・
植
物
の
営
み
だ
け
は
昔
の
ま
ま
に
残
し
て
お
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

も
あ
の
大
自
然
を
想
い
浮
べ
な
が
ら
お
世
話
に
な
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
、
日
系
人
と
永
く
よ
い
お
つ
き
合
い
を
続
け

て
ゆ
き
た
い
と
念
じ
て
い
る
。
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